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令和 8（2026）年度 総合型選抜 基礎能⼒⼊試 中期⽇程 問題 

数学 解答と出題のねらい 

【１】 

ア       ６２ イ        ８ ウ        
5

36
 

エ      -2,  -1,  0 ,  1,  2,  3  

 

【2】 （１）頂点の座標が（１，－２）より，求める 2 次関数は𝑦 = 𝑎(𝑥 − 1)2 − 2 ・・・① とおける。 

         ①のグラフが点（２，１）を通ることから， 1 = 𝑎(2 − 1)2 − 2  より，𝑎 = 3 

         よって①は𝑦 = 3(𝑥 − 1)2 − 2 = 3𝑥2 − 6𝑥 + 1・・・①’ 

         答え 𝑎 = 3, 𝑏 = −6, 𝑐 = 1  

      

（２） 放物線と𝑥軸の共有点の x 座標は，①’において，𝑦 = 0とおき， 

２次方程式 3𝑥2 − 6𝑥 + 1＝0 を解くことで𝑥 =
3±√6

3
 となる。 

        よって，放物線①と𝑥軸の共有点の座標は， (
3+√6

3
, 0) (

3−√6

3
, 0) の２個（A,B いずれにしても可） 

        最後に，①’の定数項を読み取って，𝑦軸との共有点 C の座標（0,１）を得る。 

        答え A,B は，(
3+√6

3
, 0) ， (

3−√6

3
, 0) のいずれか，C(0,１) 

 

【３】 （１）∠Ａ，∠Ｂ，∠Ｃの大きさをそれぞれ A,B,C とする。 

⊿ABC において正弦定理より，
15

𝑠𝑖𝑛30°
=

15√3

𝑠𝑖𝑛𝐶
 から𝑠𝑖𝑛𝐶 =

√3

2
   

0° < 𝐶 < 180°であるから，𝐶 = 60°または𝐶 = 120° 

 答え ∠C は６０°または１２０° 

     

（２）∠C が鋭角の場合は𝐶 = 60° 

         このとき𝐴 = 90° 

 ⊿ABC は，６０°，３０°を内角に持つ直角三角形だから，AC:BC:AB＝１：２：√3 

 したがって，BC＝３０ 

 答え BC=３０  ∠A=９０° 

      

（3）∠C が鈍角の場合は𝐶 = 120° 

         このとき𝐴 = 30° 

 ⊿ABC は，CB=CA の二等辺直角三角形だから， 

 したがって，BC＝１５ 

 答え BC=１５  ∠A=30° 
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【出題のねらい】 

本学の数学の入学試験問題は，基礎能力入試，一般入試とも一貫して，３題中２題が記述式の大問，残る１題

が短答式の小問集で構成されている。記述式に重きを置くのは，受験者の論理的思考力を調べるためである。

これが入学後，医療系の学問修得に必須の力となる。 

【１】は短答式小問集。基本的計算技能，データの平均値，確率における根元事象の数え上げ，連立１次不等

式の解法など，教科書の初歩レベルの問題ばかりを集め，基礎基本の定着度を試した。 

【２】は，２次関数の一般形と標準形の果たす役割と，２次関数と２次方程式の関係への理解度を調べる問題。 

【３】は,決定条件ではない条件設定から三角形を解く問題である。与えられた条件から正弦定理の利用に気

づき，それを正しく運用できるかがポイント。２つの三角形の存在の可能性を枝問の流れからつかみとること

ができれば，現れる三角形が基本的である分，計算はやさしい。 


